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3ス ギの成 長 と土 壌条 件(第/報)

一特にスギ品種 の土壌 要因に対す る適応性の比較 一

宮 島 寛

茅 島 弘 三

ま えが き

こんにち適地適木の調査が全国的規模に夢いて行なわれてお り,主 要樹種であるスギ,ヒ ノ

キ,マ ツなどの適地区分を各種土壌型に類別された土壌 図によつて示す試みがなされ,こ れ ら

土簑型 と林木の成長関係はか左り明確にされつつある。さらに国の林業試験場では.地 方林業

試験場 との共同研究 としてスギ品種の環境調査を行 ない,適 地適木か ら適地適品種の選定の方

向にむかいつつある。われわれ も,数 年前か らスギの適品種選定に関する研究に着手 し,そ の

一端 としてスギの成長に及ぼす各種土壌要因の解明を企図 してきた。

この報告は,茅 島弘三(昭 和56年 度)の 卒論研究として森林土壌 を専攻 した立場か ら,

筆者 と共同研究の形で行 なわれた ものを要約 した ものである。現在進めつつある適地適品種の

選定に関する研究の基礎資料の一つとして一応とりまとめて騒 ぐこととした。

目 的

それぞれほぼ同一立地条件の もとに成育するスギの2つ の品種について,そ の2品 種間に土

壊条件に対する適応性の差異があるか否かを検討するとともに,ス ギの成長に関与す る主な土

壌要因を明 らかにしまうとした。

調 査 地 の概 況

九大粕屋演習林,6わ,7へ 各林小班に設定 された九州産スギ在来品種植栽試験地 《昭 ・11

・5・ 設定)を 調査地 とし,対 象品種をメアサ,ヤ ブクグリとした。

試験地はいずれ も第5紀 層礫岩の風化土壌層で,土 性は概ね埴質壊土である。地形は,6林.

班の試験地では南～南東に面 し,比 較的単純 な地形で緩傾斜 をなす。7林 班の試験地は,西 ～

北西に面 し,傾 斜度は比較的急で平均50。 ぐらいであb,や や錯雑 した地形をしている。地味

は両試験地 ともあまり良好 とは言ま左いが,比 較すれば7林 班の試験地がす ぐれている。下層

植生はササ.コ シダ,ウ ラジロを優占種に。 コラナ.ヒ サカキ,ヤ ブムラサキ,サ ル トリイ



バ ラなどの陽性潅 木類がみ られ る。

気象条件 につ いてみれば,年 平均気温16,6。C,最 高 気温 は7月 の51.9。C,最 低 気温は2月

の0.7℃ 、年平均湿度76%,年 間 降水量は1.8i6nv程 度 で ある。(粕 屋演習林観測所資料

昭 ・32--39・ 迄8年 間 の平均値)

調 査 方 法

ij林 分調査:各 林分(品 種)区 域毎 に無作為 に選んだ立 木20本 について.そ の胸 高直径

樹高 を測定 し,標 準木各1本 を選び樹幹析解 を行 左つた。

2}土 壌調 査:標 準木の成育位置付 近に深 さ1m内 外の試孔 点 を2ヵ 所ず つ堀b(ira1.ik{2.

とす る).深 さ0～5㎝(A層).10～150n(Bl層)k・ よび40～45㎝(B2層)

付 近か らそれぞ れ土壌 を採取 し,各 々について土壌 の理化学性 を調査 分析 した。 これ らの1

調 査 及び分析方法 は国有林野土壌 調査方法書 お よび青峯 ・原田:土 壌 肥料実験 ノー トに

よつた。

調 査 結 果

1}林 分調査結果 ・

6,7林 班 両試験地各林分区域の標本木20本 につ いて行 左われ た測定結果toよ び標準 木

各1本 について行 なつ た樹幹析解の結果 はそれぞれ表1.図1。 図2に 示す ごと くで ある。

表乳 林 分 調 査 結 果

表1に ついてみ る と,胸 高直経,樹 高 とも6林 班 の メアサ<6の ヤブクグ リ<7の メアサ<

7の ヤブクグ リの順 に大 き く,一 般 に品種 間差異 よbも 立地 間差異 の方が大 きく現 われ,7林

班は6林 班 よbも 明 らかに地味 が良好 なことを示 してい る。そ して,そ の測定値 のバ ラツキは

6林 班の メア サを除 いて あまb大 き くない 。tた 一般 にバ ラツキ(変 異係数 で示す)は6の メ



図1:樹 高総成長曲線



図2:駒 高直径総成長曲線

アサを除いて品種によるちがいはほ とんどないが,樹 高 と胸高直径とでは畿者の方が大 きい傾

向にあるとい2よ うe6の メアサの林分に鉛ける測定値のバラッキが大きいことは当該林分の

立地条件が極蕨的に大 き攻差違があつたためと思われる。

さて,こ れをさらに,樹 幹析解木について過去 の成長経過 をみれば,図S,2の と劃ウであ

つて,樹 高については.ヤ ブクグリでは植戴後約10年 目に,メ アサでは約20年 目にそれぞ

れ地域間に成長の差が認め られ,胸 高直径はヤブクグljでは 肇2年 欝,メ アサでは14年 目頃

に成長の差があらわれる。しかもその後は年毎に差が開いて くる。とくに7林 班のヤブクグリ

の林分は他に比べて断然抜 きんでた成長量を示 している。



土壌調査結果

a)土 壌断面調査結果

各林分区域の土壌断面調査結果は。表2に 示す如 くである。

土壌層の厚さは概 して7林 斑の方が厚 く,し ばしば 壌mの 深さまで掘つても基層(c

層)に 達 しない場合があつた。しかし,A層 の発達は一般に不良で,特 に6林 班の方で

は僅かに 壌伽内外のものもあつたo土壌 の色は,A層 ではSt般 に灰黄褐色～黒褐色,B

層では明黄褐色～灰褐色を示 しているが,6,7両 林班間に明 らか攻差違はみ られなか

つた。また,全 体釣に腐植に乏しく,土 性はいずれ 亀埴質壊土(eL)で,構 造の発達

もわるく,堅 果状～粒状構造が多い。従つて水湿状態はいずれも潤であるが,竪 密度は

堅～軟のところが多い。そのほか土壌断面に現われた特徴から土壌型を決めれば,6林

薮ではBお 型土壌。7林 瑳ではBD(d)～BD(葡 行)と い うところで,ス ギの適地

としてはt7林 遊の・一部BD(葡 行)～(崩 積)地 帯を辛 うじてあげることがで きる程

度である⇔

わ)土 壌分析結果

土壌の理学性及び化学性は表5,表4の と於pで ある。

理学性については,6林 斑 メアサ地区の採取時含汰率,最 大容水量 力紬 区に比べて幾

分小さいことt土 性区分のうち.A層 では軽触土,～ 壌土,B層 でけ軽旭 土～亀壌土の

範囲で僅かに変化がみ られ るが,林 分区域内に萌 らかな相違は壕い。ただ6林 斑ヤブク

グ リ地区で恥 層が砂質壌土(細 砂の含量がやや多い)で あるζとが特徴である。

化学性については,A層 のPH(H2o.!KCI.と も)の 値は,6林 斑 く7林 斑の

傾向がみられ.従 つて,置換酸度についても6林 班の方が大き壕値を示 している。また,

有機態炭素。全窒素については7林 斑の方が何れ も高い含有率を示していることがわかるゆ

しか し,お 層にpい てはいずれもはつきりした傾向がみられない。そこで以上の化学性

のほかに,調 査林分中,最 も成長の良好な ア林斑ヤブクグリ地区 と,最 も成長の悪い6

林斑 メアサ地区について,陽 イオンの置換容量,置 換性Ca,岡 蟹gの 定量を行なつ

たが,そ の結果についてみれば,8層(メ アサ地区A層 は層位が薄 く採土量僅小めため

分析せず)で も6林 斑 とア林斑 との問にはつきbと した地域差が現われ,置 換容量,麗

換性Caμgと も何れ も7林 班の土壌にその値が高 くあらわれることがわかつた。しか

庵,塩 基の飽和度 亀7林 斑の方が高 く,こ れらの点か らみても墾らかに地域差があるこ

とがわかつたo



表2.土壌 断面 調 査 結 果
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考 察 と結 論

まず,林 分調査 結果について考察を進めてみる。すはわち各林分区域毎に轟種溺標本木2G

本について測定された胸高直径,樹 高について分散分析を行 なつた結果は表5-1、5-2の

とおりであるe

表&樹 高,胸 高直径についての分散分析

1)5--1樹 高TreeHatght

瓶)5-2.胸 高 直径DiameteratBreastHeight

註:Biock;6林 班 と7林 斑

VarSety:各 林 理iに慶け る2品 種.メ アサ とヤブクグ リ

Treatment:各 林 分毎鵡種別標本木20本

米米印:99%レ ベ ル,豪 印:95%レ ベ ルでの有意差 を示す 。



この結果林 分調査時点 に凄い ては樹高及 び胸高 直径 とも6,7両 林 斑問 お よび同一林班内 の

メアサ,ヤ ブク グ リ2品 種 間に確実 に有意差 がみ られ,さ らにFの 値か らみて品 種間差異 より

も地域間(立 地 間)差 異 の方 が大 きい ことがわかる。 しか しこの ことは さ きに示 した樹幹析解

の結果(図1,2)と 併 せて考察す る必要が ある。すな わち,幼 令時(10年 生 前後迄)は 立

地間差異 よ りも,品 種 間差異 の方 が大 き く.同 一品種内 では,ヤ ブクグ リについては10年 生

前後か ら,メ アサについては15-6年 生 頃 か ら立地 間差異 がみ られ るようになる。 この こと

は,ヤ ブクグ リが メアサ より も立 地条件 に対 す る適応性 が小 さい ことを示 してい るとい うこと

がで き よう。

以上 のことをま とめてみ るとつ ぎの ように なる。

1)ス ギの成長 は幼 令時に劃いては,立 地条件 の影響 よbも 品種 の特性 に よる差 異が大 きい。

2)幼 令期 を過 ぎる と立地条 件 の影響が品 種間差異 を上まわ る ようにな る傾向 があ る。

5)立 地条件 に対す る適応の程度 は品種 に よつて異 な り,メ アサはヤプクグ リより も立地 に

対 する適応性が大で ある。

つ ぎに,上 述 の ような関係 の うち,林 分調 査時点にみ られ る・スギの成長量 のちがいに関係 し

てい ると考kら れ る土壌 要因は なんで あろ うか。

すなわ ち,

1)6林 班 の メアサ<7林 班 のメアサ,6の ヤブクグ リ<7の ヤブク グ.Vの 関係が成b立 つ

土壌要函

2)6の メアサ<6の ヤ ブクグ リ<7の メアサ<7の ヤブクグ リの関係,す なわ ち地位の上

下が品種 の.良否 を上 まわる程 の影響力 を もつ に至つた土壌 要 因は何 で あろ うか?。.

ま ず,理 学性 について検討すれ ば,

1)土壌 の厚 さ,な かんず くA層 の厚 さは6の メアサ〈6の ヤブクグ リヒ.7の メア サ<7の

ヤブク グ リの関係 にあ り,概 ね林分 の成長量 と同 じ傾向 を示す。

li)B層 の含水率,採 取時含太率,最 大容水量 につ いては6の メアサ〈6の ヤブクグ リ≒7

の メアサ ≒7の ヤブ クグ リの関係 にあb,メ アサの林分 では6<7の 関 係がはつ きb考2

られ るがヤブクグ リでは両林 分間にB層 の含7k率 に差が な く.は つ きbと は言kな かつ た。

しか し,B層 の含フk率 にそ の林 分区域 の土擾層 の厚 さ,石 礫率 を考慮 して,単 位面積(ha)

当 た りの総含 水量 を計算 してみ ると,6の メアサ(嘘720ton)<6の ヤ ブクグ リ(2・

8goten)<7の メアサ(5.180τon)<7の ヤ ブクグ リ(5.470tGn)と な り,林 分成

長量 の順序 と一致 し,一 般 にB層 の総 含水量はス ギの成長 と極 めて深 い関係が あ ると考R



られる。

避)容 積重,真 比重,孔 隙量などについて,容 積重.真 比重 ともに各調査地毎にA層 は常に

B層 よb幾 分小さい値を示すが,こ れは有機物の含量との関係か ら当然のことで,そ れぞ

れ地区間の差が林分の成長量 との関係を示すほどはつきりしてい左い。なた,孔 際量 との

関係 もここでははつ きり認め られなかつた。その他.三 相分布,土 性,石 礫率などについ

て個々の要因 とスギの成長 との問に明確な関係を見出すことはできなかつた。

たださきに述べたB層 の土壌水 分について,そ れらの動きの一つとして,最 大容水量 と採取 一

時容水量 との差お よび最大容水量に対する最小容気量の比(二 孔隙量に対する最大容水量 の割

合 として捉亥て もよい)を 検討 してみると.大 体において2地 区間(6と7林 班)に 差違がみ

られ,何 れ も7林 班が6林 班 よbも 小さな値を示 していることがわかつた。すなわち、盈)の

条件に於いて比較的含水量が高 く,し かもその変動の巾が小さく,保 有 し得る水分の量が比較

的高い場合(乾 燥 し難い場合)ほ どスギの成長は良好であるとい うことができる。

つ ぎに土壌 の化学性について検討すれば,土 壌の反応について,土壌 懸濁液のPHを 測定 し

てみると,溶 媒 をHzO,KCiと した場合 ともにA層 において6林 班<7林 班の関係があるが,

この範囲のPHで はその差ははつきbしltV・ 。これをさらに置換酸度についてみればA層 では

明 らかに6林 班>7林 班の関係がみられ.6林 班において置換性塩基類の少左いことが推測

される。そこで.両 団地(6林 班のメアサ地区 と7林 班のヤブクグ リ地区)に 置換容量,置 換

性 カルシユーム.同 マグネシユムを定量 してみると,A層 はB層 よbも その含量が高 く,さ ら.

に.こ れ らはB層va$・ いて両団地にはつきbし た差があb.6林 班く7林 班の関係が認め られ

た。しか も塩基飽和度 も7林 班の方が高いことがはつき珍した。そのほか.有 機態炭素.全 窒

素はA層 とB層 とでは常にA層 に多 く,A層 では6林 班く7林 班の関係が明 らかであるが,B

層については,は つきりしなかつた。

以上のことが らを要約すればつぎの如 くなる。

スギの成長に関係が深い とみ られ る土壌の化学的要因は,A層 に鉛ける置換酸度が小さいこ

と,従 つて置換性塩基の量が大 きい こと。さらに置換性石灰,同 マグネシウムなどの置換性塩

基は地位の高いところではB層 において も比較的多量に含まれていることがわかつた。な論.

有機態炭素,全 窒素の含量はそれぞれA層 とお層 とではA層 に多 く,A層 では地位の高いとこ

ろに多いが,B層 でははつきbし なかつた。


